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I 安全のために必ずお守りください 


>お使いになる人やイ也の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機をま全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説日月しています。 

>ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 


告 (WARNING) 


注意 （ CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ危横、また 
は火災の危検び差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取巧いをすると、人び巧 t 、 重傷を負う可能性、ま 
たは义災の可能性が想定される内容を示しています。 


■ 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ可能'性や物的損 I 
害の発生が想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® ® 
A 

〇を爲 


この絵表示は、「禁止」されている巧容です。 


この給表示は、「ま意 J していただく内容です。 


この給表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


>説明で中の 「お願い J 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


★ガソリン使巧禁止 


ガソ U ンなど揮発性の富い油は、絶対に使巧しないでください。 
少、量の混入でも、火災の原因になります。 






告 （ WARNING) 


★スプレー宙厳禁 

スプレー生やカセツトこんろ用ボンベなどを、ス I -ープの前や温風のあたる巧に放置しないでくだ 
さい。 

熱で吿の圧力び上び D 、 爆発し、危険です。 



女換気必要 


参換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのひたは、巧調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新おな空気を補給してくださし、。 
♦換気する時は、換気扇を使用したり（換気扇を使巧する場合は、離れた位置の窓を開けないと充 
分な換気びでさない場合びあります。）2力所 iU 上の（風の出入りのある）開口部を設けると効 
率よく換気でさます。 

窓の凍結や、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使用しないでくだごい。 


© 



i ★湿風吹出 □ (ルーパ‘一)をふさがない 


ストーブガードなどの囲いに干し物を 
掛けたり、衣類、紙などで温風吹出口 
(ルーバー）や燃焼•温風空気取入 □ 
(フアンフイ ルター）を&さびないでく 
ださい。な類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や义災や故障の原因になります。 



0 


★巧類の乾燥厳禁 


を類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

巧類び乾燥ずると、ストーブの 
熱気でゆれて落下して火びつさ、 
乂災の原因にな0ます。 


Z 



★寝るとを消义 


★可燃性ガス使用厳禁 


寝るとさや5^出するとさは、 
必ず义び消えていることを確 
認してくださし、 

予想しない事おび発生するお 
それびあ0ます。 




ストーブを使用している部屋 
で、巧 I 燃‘ I’ をガスが発生するち 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンす 一） や、スプレーを 使用 
しないでください。火災 や 故 
障の原因にな D ます。 



淀用禁止 


1 






















の安全のために必ずお守りください 


を意 （CAUTION) 




★カーテン、寝具など、可燃物近接禁止 


♦カーテン、布団、毛布などや燃えやすいもののそばでは使用しないでください。 
火災の原因になります。 

ストーブの前に可燃物を置かないでくださし、。 

ストーブの熱気で着义して、火災のおそれびあります。 

参可燃物との離隔距離については、下記〇可燃物(木壁、合板、ふすまなど)とのお巧 
をなず]の記載内容を参照して < ださい。 


★可燃物（木壁、ち板、ふすまなど）との距離を離ず I 

•ス1-ーブから可燃物との距離は、右図の指定 iU 上の距離を保つよラにして^ . 

<ださい。 ，1. 

参ス I -ーブ上ちや前ちのす燃物などとの距離は必ず1 nU ソ上離してくだごい。 ’ 

参上方の棚などか6の落下物びないよラにしてください。 

•カーテンなどび風でゆらいでをストーブにふれないようにしてください。 jl / 
参家具等か5は巧分な距離を離してください。 グ 

熱で変形や変色、自然発火することびあります。 


★給油時消乂 

給油は必ず消义していることを確認して、ストーブの温度が巧分下びってから、他に火の気のない 
巧でおこなってください。 

义災のおそれびあ D ます。 ， 


★油漏れ確認 I 

♦給油□□金は確実に締めてください。給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを稚かゆてくだをい 。 r 
給油□□金を斜めに締めた D すると、簡単に給油ロロ金びはずれて、乂災のおそ打があります。 

♦ミ由タンクからミ由び漏れる状態では絶巧に使巧しないでください。 

乂災のぉそれびあります。 


★ほこりの除去 I I 

燃焼-温風ま気取入□(フアンフィルター)は、週1回な上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼‘温風空気取入□(フアンフイルター)びつまると、異常燃焼のおそれび 
おじます。 


★異常時使用禁止 

におい、すすの発を、炎の巧態など異常燃焼を超こしたときは、使巧しないでください。 

緊急の墙合でちあわてずに消火器で消火してください。 

i 


★温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。 

低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 U 

また、お風を直接吸い込まないで < ださい。 

気分び悪くなることびあります。 


★移動•運搬ずるとをのを意 

♦ストーブを移動するとをは、必ず消ルし、ストーブの温度び充分に下びってひら油タンクを取り出し、 
傾けないように静かに移動してください。 

油び漏れた0、火災になるおそれびあります。 

参修理•引越しなどでストーブを運搬されるときは、油タンク、油受けざらの灯油を必ず抜いてください。 
運搬の途中に巧油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 



|〇 
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★高温部接軸禁止 

燃焼中や消火直渡は、高温部、温風收出口りレーバー)に手など面れないでください。 
やけどのおそれがあります。 

痛ゃ真杨1入れ雨才 

温風收出口りレーバー)や燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター)やストーブ巧部に指や 
可燃物-封■金などの異物を入れないでください。 

けがや乂災のおそれびあ0ます。 


顧® 

_ G _接触禁止 

福 Q 



★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないで < ださい。 

ストーブは絶対に改造して使巧しないでください。 
不完全な修理やな造は危険です。 



分解禁止 

































ミ主意 （ CAUTION) 


★保管時にしていた だくこと 

長期間使用しないとを、またはな菅するとさは、必ず'灯油をおいて、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

傾けたり、横倒しの状態ではイ呆管しないでくだごし、。 

火がのおそれがあります。_ __ 

★電源 コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くとさは、コードを持って引き抜かないでください。 

電源コードが破損し、火災や感電の原因にな0ます。 _ 

★長 期間使用 ij ないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

乂がや予想しない事故の原因とな0ます。 

★輩源プラグは 確実に是し込む 

聖源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 

乂災の原因になります。 

漂れた手での巧を差しはしないで<ださい。 

感里の原因にな。まず。_ _ 

女電源プラグのお手 入れをずる 

とさどをは電源プラグを振を、ほこ0(及び金属物)を除去して<ださい。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 

★お子様やお年寄り のご使用にミ主意 I _ 

お子穗やお年寄 D 、 体のご不自由なかたびお使いになる場合は、ストープの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接關によるやけど、低温やけどや脱が症がなどについて周囲の人び巧分にま意してください。 

★腰をかけたり物をのせなし 1 

ストーブの上にのったり、腰をかけた D しないでください。ス I プの故障や、やけどのおそれびあります。 

ストーブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置かないでくだでい。 

水びかかると漏畢や故障のおそれびあ口ます。 _ 

★廃棄ずるとを 

ス I -ーブを廃棄処分するときは、おずミ由タンク.油受けざら内の巧油を抜き取ってください。 

(「[ 71 点検’手入れ」の ク、ミ由きけざをを湿度 J 参照） 

な油び入ったまま廃棄すると I 」サイクルの際、予想しない事故び黄生するおそれび あります。 _ 

女巧の場所では使用しない 

义がやず想しない事故や故障の原因になります。 _ 

r か平でない！所、示晏定な場西) CT 品室•飼育室など人のいない場所 ) 使用禁止 

♦傾斜した場所や振動の激しい巧では、使用しないでく ♦使用環境の変化で、予想しない事故び発をする 

ださい。 おそれびあ0ます。_ 

•班說競龍；！ I 霜端?避 ぃ。 班据場互 尾部 真の鹿^ ^^ 

♦毛足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。 ♦畔あ r ^_ 麵や屋がでは使用 

♦移動車両の中や、不安定な台上で使用しないで < ださ 
し、。乾落したり、火災になるおそれびあります。 を卓，マノー 

r 暖炉などスト-ブび囲ねれる場が 說機の排丸(しも汪思してくた 

♦暖炉や押入れに入れての使巧など I 特殊な使いかたを ♦部屋の出入口など人の通る場所、 

しないでください。 人びぶつかったりつまずく場所 ^ y LJJi 

火災の原因になります。 で使用すると、転倒して事故や / 

0 まこりや湿気のをい場所) 誦起きるぉそれびぁります U 

♦お類信維を賴う場所や温室.觀場など塵やほこ C 不就な物をのせた棚などの下 J 

りのをい場巧では使用しないでください。 参落下物により乂災び起きるおそれかあります。 

燃焼-温風空気取入口（ファンフィルター)び目づまり 
状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こすおそれびあ 
ります。 


〇 

指示 

0 

禁止 

苦 

里想フラグを巧く 

〇 

指示 

© 

指示 

〇 

指示 

巧 

禁止 

〇 

指ち 

で 



のま全のためにぶ、ずお守りください 



お願い （NOTIC 口 


女 I 灯油の廃棄 

巧ミ由の廃棄処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


•石油フアンヒーターのが障の原因になることびを意表示びされているヘアケア商品等はシ U コーンび配合されています。 
石油フアンヒーターと同時に使用しないでください。 

♦上記のま意表をびなくてもシリコーンび配合されている商品（化粧品類、衣類の防水剤-柔軟剤等、家具等のつや出し 
剤•な護剤等）を同時使用は控えてくださし、。 

♦やむなく ご 使用になる際は石油 フアンヒー ターの運転を一時的に停止し、使用をは換気を巧分におこなって シ U コーン 
等の成分を屋外にが出してか5運転を再開してください。 


A ミ主意 （CAUTION) 


★次の場所では使用しない 


火災や予想しない事故や故障の原因にな日ます。 

^可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所） 

•爆発や乂災の原因になりまず。 

〇美容际ク IJ - つグ店などスプレ-や化学編を使う鼎〇 

♦理■美容院、 みッ年、 塗装工場、電子部品組立工場、 
繊維関係工場などでは使用しないでください。 

ストーブの巧障や、腐食性ガスの発生により金属‘鏡- 
ガラスなどを傷める原因となります。 

参石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを 
配合した枝毛用コート液やヘアート1」ートメント(枝 
毛用）は点乂 S スや、途中消乂など故障の原因にな0 
ますので使用しないでください。 


( T 直射日光のあたる場所、温度の高い場所) 使用禁止 

•勇南燃焼を起こずおそれびあ0ます。 

•油タンクの灯油びあ历れ出て义がのおそれび®ります。 

C 高地り300 m 社の場所)） 

♦酸素濃度び薄いので異甫燃焼 / _ 、 

を起こすおそれびあ D ます。 /\—1\ 

参燃焼に必要な酸素濃度び薄く ゾ^ > 

なる 高地け日!]〜 1 30 日 m ) で / [Tjdn JB [ k 

は高地調整び必要ですのでお —ご、 

買い求めの販売店までお問い 
合わせください。 ' 


固使用する場所 

I ★効果的に使用するために 



参温風の循環を妨げるちのびない場所に設置してください。 参か気に接する窓の下や壁側に設置ずると効ま的です。 


参熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 

参移動するとをは引さず5ないでください。 

床面、畳、力ーペットに傷を付けたり、本体直面の塗装びはびれて鐘の原因になるおそれびあります。 
















































图各部のなまえ 

操作部•表示部のなまえと使いかた、 r 点灯」- r 点滅」の意味 


タイ7—ボタン 


タイマー運転の設定をおこ 
ないます。 


「I 司使いかた」 の I タイマー 
運乾のしで巧 3参照 


エコボタ ン 

エコ運転の設定-解除をお 
こないます。_ 

「同使いかた I の 吐コ運転 
のしかた I 参照 


運転スイッチ 


運転の入•切をおこなしなす。 


「同使いかた」の I 点义のし 
かた]、 I タイマー運転の L ； 巧 


妇、頸灭■のしかた 惨照 


丄 設定温度室巧温度 

遠に卵日諭 


軟ンプ 

が 

I チャィルト J 


運き^ 

绩)ランプ 

•= •入 
口切 


(あげる） 

8 ^時間延長 
時 




チャイルド□ックボタン 


チャイルド□ックの設定•解 
除をおこないます。 


「固使いかた」のずヤイル 


ド□ツクのしかた参照 


運転スイッチ 
「入」 


運転スイッチ 
「切」 


温度/時刻合わせボタン 


室温の設定、時刻の設定をおこな 
います。 


「囲使用前の準備」 の I 現在時刻の 


設 


r 圆使いかた」の I 室温の調節のし 
かた I みイマー運転の奪照 


消臭点乂 • 時間延長 • 給油 延長ボタン 

臟焼中に押したときから、再度約3時間 rr 固使いかた」の幽し忘れ消义 
の燃焼継続 が巧能になります。—装置の使いかた]参照_ 

タイマー運転か5、通常運転に切り曽「固 使いかた」 の度 イマー童馬' 
えるとさに押し ます。 思 G か 周参照_ 

総鹏麗転をするはに押します。 離 IISE 匿 


消臭点乂の設定•解除をおこないます。 


「固使いかた」の I 点义のしかた I 

参照 


タイマー ランプ 

点打…タイマー運転待機中か 
タイマー運輯中かタイ 
マー運乾終了時です。 
点滅…タイマー時刻を設定中 
です。 


\ 



广 運乾ランプ^ 

} 


点ミ威…予熱中です。 
、点灯…運転中です J 



6 














_ 貫(給油)表示 _ 

点灯…油タンクの订油げかなくなって消火ずる1日分前。 

「ピー」音が鳴り、残り燃焼時間(分)を表示します。 
点滅（運お中）…給油延長ボタンを巧し、給油延長運転 
中を表示します。 

点減（運転停止）…灯油がなくなり自動消火しました。 

油タンクの給油時消火装置が作動 
しました。デジタ;レ表示部が r ——」 
_ 表示となりまず。 

r 团使用前の準備」の 爾班の目を給ミ原 la 運転のし 

mt ] 参照 


で表示 


点な…設定温度げ 
設定されて 
いまず。 

点滅…設定温度を 
設定中です。 



愿表 _ 

点け…消臭点火が設定されて 
います。 

点滅…消臭機能げ作動中です。 


「固使いかた」の 庶火な)しか 

た!参照 






点滅(運乾停止）… 

室内の空気び、酸素不 

足状態です。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点灯（運乾中）… 

♦運転して約1時間経過 
するたびに「ピー」音 
び鳴って臣叫表示 
が約1分間点なします。 

♦換気表示にたよ5ず1 
時間に1〜2回必ず換 

. 気してください。 


■不完全燃焼通知機能に 
より自動消火したとき 
の エラー 表示 

不完全燃焼通知機能の連 
続作動回数によりけ柏 H ,リ 
〜 fHH 側 を表示します。 


巧巧巧ち室巧巧度 


デジタル表示部 

い'肖臭点火び解除されている場合は、 
I 遭量表示は消なしています。ノ 


■温度表ル 

設定温度…目む〜28むまで設定温度 
を選択でさます。 

室内温度 • ••日む〜32むまで表示します。 

投定巧度ま巧ミ S 巧 

I コ 〔 tun た盤 n 
I し」。」 」 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表示しまず。 

股を巧巧室巧ぶな 


8 W " 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 
※タイマー運輯終了時は 
r IHr 」を表示します。 

設巧ミ A 巧 a 巧湿巧 

I c-nn ^ I 

L U ■ UU I 

翁〇〇 


■給油に関する残り燃焼時間表示 

残り燃焼時間を表示します。 
※灯油切れ時は「——」表示と 
なります。 

化をミ苗巧を巧巧巧 




■消し忘れ消乂装置による 
自動消乂表示 

「3 Hr 」を表示します。 


お定湿ち室巧ぶ)寒 



Hr 


/ ■ 
1 
■ 
■ 

iS ' Vx コ）表示 

点灯 

\ 

••エコ運転び設定 
されていまず。 4 


田（チャイルド□ック庸示 
占,口… 

チャイルド□ックが設定 
されています。 


■再点火防止機能により 
自動消乂したときのエ 
ラー 表示 

rm HHJ を表示します。 

設定适巧室巧活巧 

m i-r-i I 

■エコ 運乾表ち 

エコ運乾中を表示します。 


設定湿度室巧通度 



■故障•異常により自動消乂したと 
をの エラー 表示 

自己診断機能により、故障時には 
rE - GJ-rf - g 」 を表示します。 

陆定おち室巧活度 _ 

I -" •コ 

■クリーニング燃焼表示 

クリーニング燃焼の残り時間を表示 

しぶす。設定温巧きが显巧 

in -nc ^ 1 

しし I しし I 











3 使用前の準備 


_ ストーブを取り出ず 

包装箱に表示してある「包装の巧割をごらんになったうえで、 
包装箱か5包装材などを取り除き、製品を傷付けないよラに 
取り出してください。 

包装箱や包装材はス I -ーブを保管するとさに必要です。取扱 
説明書*保証書わ忘れずに保管してください。 



® 燃料は口油 ( JIS 1号な油)を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純灯油は、絶巧に使用しないでください。 



★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶 
巧に使用しないでください。 少量 
の混入でち、义災の原因になります。 


©i 



ガソリン熱 J : 


•変質灯油、不純阿ミ由(灯油外の油-水-ごみ 
が混入した口油など）は、絶対に使用しないで 
<ださい。異常燃焼や故障の原因になります。 
•市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないで 
ください。異常燃焼を起こすおそれがあります。 

み义了油の保管のしかた _ り 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息をのきかけます。 
(义の気のない巧でおこなってください。） 


〇 ' な油 


ガソリン 



良い保管 


i 


•灯油は必ず火気、 ^ J 衣？ \ 

雨水、ごみ、局温产 U=I - ' I " ir i 、 厳备の 剛 

および直射曰光を 軒叫 ^ ''れ 

避けた場所に保管 口。 ^ 痛れ/■しままてす。 

して < ださい。 I ] f 良い保管 

•口油容器は専用の . _^_ _ — - - 

きれぃな容器を使 と叫 I ~~飄光乂 I 教贵 

用してください。また、灯油容器は必ず色付き占暗所^保管。 

の灯油専用容器を使用してください。 kA ^ 

•口油容器巧の灯油がかないと温度変化により結 
露して水がたまることびあります。 勺がじ^ 

•ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでく < > 

ださい。 〇 

•お子様の手のとどかない所に保管してください 。I 

C 変質灯油とは 0 

•ちい灯油。に年政上持ち越した灯油） 

•長期間、日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した灯油。 
•容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器で保管した口油は変質 
しやすい。 

•変質のひどいものは黄色なをおびたり、すっぱいにおいがします。 


娘 


濡れたままです。すぐ乾いてしまいます。 


悪い保管 


直射日光、雨水び当直射日光、雨水の当 
たらず、乂気のないたるべランダなど、 
冷暗所へ保管。 室がの保管。^ 




古いの油は 
使わないで 



0 









不純な油とは 


参口油 i ; (外の油（ガソ1」ン、シンナー、天ぶら油、機械油、重油など) 
びほんのかしでを混入した： n 油。 ぶこ I ： 


♦水や ごみが 臥したり油。 


0 


使用禁止 


赤が I け、* 了々十1け、*^白ム\1-|■ム、トコツプに水を入れ、次に灯油を入れ 

女旨な油 • 不純口油の見分けわ心 て背後に白い紙をあてまず。 


水と同じ無色透明なら正少しでち色がついていた5変質に[油の見分けかたはた 
常。 使用しない。 いへん難しいので、メーカ 

ベ巧 i 一'二ご k ifN —のはっきりしない口油は 
m m 使用しないでください。 


使用禁止 


変質な油や不純な油を使用ず 
ると 


万一変質な油や不純丹油を 
使ったときの処置のしかた 


•変質口油や不純灯油を使用しますと、 
バーナーに 多量のタールがたま 0、 
点火しな<なったり、燃焼げ悪<な 
ったり、激しいにおいがしたりします。 

•水の混入したに[油を使用しますと、 
炎が」、さくなり火が消えてしましなす。 
また、油タンクに灯油げ残っている 
のに、「 Q 」を表示することがあり 
ます。 

•ガソリン、シンナーなど揮発性の高 
い油を使用しまずと、火災の原因に 
なりまず。 


油タンク、油受け、油受けざ5内 
の変質灯油や不純灯油を抜さ取り、 
良質の口油で内部を2〜3回洗つ 
てか6ご使用 < ださい。 

(「图点検•手入れ」の 
の麵 、 

油タンク、油受けさ’5の掃除 I 

参照） 


変質灯油や不純灯油を抜き取って 
わ効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油げ原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間 
中でわ有料修理となります。 


給油は必ず消乂していることを確認して、ス I ブの温 
度が巧分下びってか5他に乂の気のない巧でおこなって 
ください。义災のおそれがありまず。 


! J 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油□口金を、左 
「〇」に回して開けて < ださい。 
•給油□□金を取りはずす前に、先端の 
弁部を巧すと、給油ロロ金び取りはず 
しやすくなります。 


^ 000 I 


9 








4] 使用前の準備 


油量計を見なが S 給油ずる。 [唯目=+1献 

•市販の給油ポンプの先端をジャノ（ラの手前 。ま 

まで差し込んで、油量計を見なび b 給油し // ^ 

て<ださい。（ホースが振けないよ5にま意變魄量蜂 li \ へ 

しながら給油してください。） I 、 

•灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の給油 { m / ns 方 
位置一)まで給油してくださぃ。 …〜 \ 1 W じ 

天巧過ぎますと、あみれ出ることびあります U __ J m 

ので充分を意して < ださい。 

( -お願い-:― 

•油タンクの中にある にぼれま栓」 の弁が、給油□のおくまで上がって ^1^ 
いるとさは、弁を下へ押し下げてください。 /(^)\ 

•油タンクの中にある 「こぼれま栓」 は、給油□□金びはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置でずので、取りはずさないでください。 ^^^6。 


[ミ由量計] 


1^ 


こぼれま检 


給油位置 I 


満量の位置 



才ート徹由ポンプ（自動停止装置付）を使巧ずる場合 

•巿販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、 「こぼれま栓」 と干渉して、 
次のよラな不具合状態になり、正しく給油できないをのがあります。 

〔不具含： n スイッチをいれると、すぐに停止してしまう。 

(処置）•油タンクに差し込む ホー スのセンサー部の位置(方向）を変える。 
〔処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。打油げあみれてしまう。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。 
参上記の処置をしても正しく給油できない榻台は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油してください。 

、 


給油ロロ金を r カチッ」と音がするまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

♦正しく締めると油タンクの赤色の線が見えなくな0ます。 

•給油□□金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

Hh ^ f 71771 t の Q / 田し」し]立 テ千台た 

• -わ願し、-\ \ I 

給油□□金を斜めに締め 〜 赤色の線 产い I 

たりすると、簡単に給油 □ 

□金びはずれて、义災の，. 画 

原因になりまず。 しまつてし、るしまつてし、ない m 


ホ色の線心 

L L ® 


しまつているしまつていなし1 


•油タンクから打油が漏れる状態で使用 
しないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 

•同時に多数の油タン 

S 縣! 龍、 雜腳 

□金びありますので、 

間違えないようにし 

Sg 誌 W り喔麵 

故障の原因になります。 

•口油容器の这作こも、 

しっかり締めておい 
て < ださい。 


給ミ由□□を/ 1 . 


こぼれた打油はよくふき取る。 

•こぼれた打油は必 ^ 

ずされいにふさ取 
ってください。危険 
でずし、燃焼中に臭陥！ 

気が凳生する原因 
にをな0ます。 

油タンクをセットする。ん ij 

•油タンクを、本体 ^ 
に正しく、ゆっくり I Yf / 
とセットしてくだ_ 

とし、 化一 ill S 






給油の目ま • 給油延長運転のしかた 


r 

給油は必ず消乂していることを確認して、ストーブの温度が 
巧分下がってか5他に乂の気のない所でおこなってくださし、。 

〇 

A 注意 

乂災のおそれがあ0まず。 

消义 

ストーブを移動ずるときは、必ず消乂し、ストーブの温度が 
充分下がってか5油タンクを取り出し、傾けないように静か 

〇 



に移動してください。 

指示 


〇油が漏れたり、乂災になるおそれがありまず。 



油タンクの巧ミ由げ空になっても、油受けざ b 巧に残っている灯油を燃焼させる 
ことで、燃焼を延長(給油延長運転)させることがでさます。 

給油延長運転中は、室温に関係な<最ルの燃焼をします。 



1油タンクのな油がなくなると、「 0 」表示が点好し、「ピー」音が鳴ります。 
デジタル表示部に残り燃焼時間(分) r の」を表示しまず。 

♦「運転スイッチ」を押して消火してか5、給油してください。 

♦給油しませんと、2分ごとに r ピー」音げ鳴ります。約1日分後に 、 r 0」表示が点滅 
し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「—」表示となり自動消火します。 

2給油延長運輯をずるとき 

•油タンクの阿油びなくなり「日」表示び点灯したときに、 「給油延長ボタン」 を巧 
すと、「0」表示び点滅に変わり、給油延長運転をして 最大約卽分 間の燃焼継続 
をします。デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分)が変わりまず。 

給油延長運転中は「日」表おが点滅します。残り燃焼時間が1日分攻下になると2 
分ごとに r ピー」音が鳴ります。 

•自動消乂する前に、 r 運転スイッチ」慰甲して消乂してから給油してください。 
•給油しませんと 、 r G 」を表示し、デジタル表示部の鶏り燃焼時間表示が r —」 
表示になると自動消火します。 


r 給油延長ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)ち同時にセツトされます。 
(「固使いかた」のじ 肖し忘れ消义装置の使いかた I 参照） 







4] 使用前の準備 

点义前の準備と確認 ~ 

1か平の確認をずる。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ス I ''ーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめて < ださい。 
•ストーブを傾いた状態で使用しまずと、対震自動消火装置が誤作動することがあ 
ります。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


電源プラグをコンセント(家庭用 AC 100 V ) に確実に 
差し5^む。 




• r ピー」音がします。 没恐品胃室喊豆度 —^ 

•デジタル表示部に r ^ 

表示が点灯します。 1 国 _ J 風原プラグ r 

-お願い- 

•電源プラグを、絶対に、 2 日日Vのコンセントに差し込まないでください。感電- 
火災-故障の原因になりまず。 

•コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグが過熱 
し、熱変形することげあります。このよラなとさは、必ずお買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントお必ず修理してください。 


•電源コードに傷を付けたり、束ねたり、がったり、重い物をのせたり、加工 
しないでください。感電や火災の原因になります。 户 ~ 

( ^つち配線、 

•他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家 ふ J ま危険/; ¢r\ 

庭の安全器(ブレーカー)の容量をこえないよ 

ラにしてください。 II aT 禁止 


0 


>電源プラグを抜くときは、電源コードを引つ 
張っておかないでください。断線、発熱、発 
乂の原因になります。 


•熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使用ずると、床面が変色したり、 
そり返ることがありまずので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 



0 


熱 


〇 





現在時刻の設定のしかた (運閱停止中にしかでをません) 



現在時刻び午後7時10分の場合 

0 @_または1^命のボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして「-」表示が点滅します。 

( D デジタル表示を見ながのボタンを押して「巧」に合わせる。 

( D デジタル表示を見ながのポタンを押して「の」に舍わせる。 

•すぁげみのボタンは、一度巧すごとに1時間または1分間ずつ進みまず。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻含わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間に 
(さげ5)/(ぁげ i ) のどち5かのボタンを押してください。 

時刻合わせができなかった場合は、をう一度@1^または％【诚のボタンを押 
__してやり直してください。_ 

0「，'弓 jr 日 J が、点滅か！5点打に変わり、設定が完了します。 

/-お願い- 

•ストーブの時刻表示がズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、ち)ラー度差し 
込み直して、時刻を設定し直してください。それでを直5ないとさはお買いホ 
めの販売店までお問い合わせください。 

•ストーブに初めて通電したときや、停電後や、 

電源プラグを巧いて再通電した場を、デジタル 
表示はち図のよラに表示が点灯しまず 
ので、現在の時刻を設定してください。 


★省電力機能 I 

デジタル表示部の時計表示は、約5分間経過しますと、省電力機能びはた5いて、 
デジタル表示部が消灯して、電力の消費を抑えまず。 

時刻を確認したい場をは、操作部の r 運転スイッチ」!;(外のどれかのボタンを巧すと 
表示しまず。「運転スイッチ」を巧すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運 
転待機中にこの機能ははたらきません。） 

£ 


設を温度室巧湿度 









司使いかた 


点义のしかた 


デジタル表示部 


消臭表示 


運転ランプ② 


設定温度 T 室内温度 


運乾 




〇 




消臭点火ボタン/時間延長ボタン 運転スイッチ 

購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを损いた状態から再度お使いになるとさ 
には、消臭点火に設定してありまずので、最初から rm 」 表示が点灯します。 

消臭点火は、点火までの時間を約1日0秒にして、予熱を充分におこない、点火時のにお 
いをかなくする点火方法です。 

( T ) r 運乾スイッチ」を押して r 入」にする。 

• r ピー」音げして r 運転ランプ」が点滅します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 


油タンクに灯油があるのに「0」表示が点灯、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、な油で洗浄してください。 

(「回点検-手入れ」の圓 iWb の 11^参照） 


( D 約1日0秒後に自動的に点乂し、 r 運転ランプ」が点抑こ変わりまず。 


★消臭点乂解除 方法 

運乾スイッチ」 び r 切」 のときに r 消臭点乂ボタン」 を巧すと、 「 ji 曼」 表示が消打して 
消臭点火が解除され、点乂までの時間が短か<なります。 (約日0 秒） 

室内温度が目でを下まわる塌合は、点火までの時間び約 150 秒のままです。 

/ -お願い- N 

•初めて運転するときや、ストーブを移動させたり、激しい振動が加えられた 
後に運転するとさ、白煙(灯油の蒸気）や臭気が出ることがあります。これは、 
移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた余分な灯油び蒸発することに 
よるちので、一度点火し、を分な打油げなくなれば白煙や臭気はなくなりま 
す。このよラな場をは白煙、臭気びなくなるまでは(窓を開けるなど)換気を 
おこなってください。 

•点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音げし 
ます。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点火時には少しにおいがあります。 

•燃焼中 r チッチッチッ」というよラな音がすることげありますび、電磁ポンプ 
の音でず。また、燃焼中に「ジュッジュッ」、「シャンシャン」などの音がする 
場をびありまずび、これは灯油び蒸葬ずる音です。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火します。 
燃焼を継続する場をは、消火する前に r 時間延長ボタン」を巧してください。 

(「固使いかた」の I 消し忘れ消乂装置の使いかた I 参照） 









炎のが態 


ス I ブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か目炎の状態を必ず確認 
してください。 



〇 


f (ここに表示したげ劇ま「強」（最大）燃焼の状態でず） 1 

炎 

正 常 

胃胃 〇 

使用禁止 



♦青炎燃焼で炎の先端に多少炎び黄色く燃焼音び大きい。 •炎び高く伸び、が全体び黄色。 

黄炎が'入る。 ♦「ポー」というよラな異常音 

賊•炎の伸びや、燃焼音が小さい。_ [ がする。 _ 

処 _ •燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター)を掃除ずる。 

置 •お買い求めの販売店にご相談 <ださい。 


室温の調節のしかた 


(運転中にしかできません) 




I -デジタル表示部 

設定お度 1" 室のミ豆度 




么絶參論 


説鄉 fi 



購入後、初めてお使いになる場をは、「ぶ?」（2日で） 
が設定温度となります。 


設を温度室肉ミ届度 


15 












固使いかた 



または妙ボタンを1度押ず。 

「ピー」音がして「で」表示が、点滅します。 

® 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見なが5如对のボタンを巧す。 

® 温度を下げるとき。^ 

デジタル表示を見ながら (さげ ものボタンを巧す。 


•温度設定をする場をは「で」表示び点滅している間にボタンのどち 
b かを押してください。設定できなかった場をはをう一度押して、やり直し 
て < ださい。 

参設定温度は目む〜28て:、室温表示は日で〜32むまで表示しまず。 

•設定温度にコント□ールするために自動的に火力を調節しまず。 

♦ 一度温度旨受定しますと、その温度を目己憶していまずので変更をしない限り、 
消乂後再運転ずる場を、同一設定温度になります。 


お願し、 


•室温が約18でのときは「微弱」または r ミニ」燃焼しないことがありまず。 
•温度調節は燃焼-温風空気取入□(フアンフィルター)近くの温度を感知して 
おこないますので、ストーブの位置や部屋の大きさなどで、必ずしち、デジ 
タル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


エコ運転のしかた 


(運転中にしかできません） 


エコ運転とは… 

♦灯油の消費を抑えることにより、 COs 排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー 

機旨じでザ 

•エコ運転中はデジタル表示部に 「 f [日」表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんげ、灯油を節約するために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度が2目て:の場合■は、巧むに切り替わります。 

©設定温度より室温が約3ご上昇しますと、自動的に消火します。自動消火した 
後でむ、運転ランプは点灯したままになります。 

感室温び設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

® 室温び設定温度付おでおおした場合に、設お温度を rc 下げ、これを設定温度 
が2日でになるまで繰り返します。 

•エコ運転中に（さける) K またはボタンを巧ずと、設定•室内温度表示に切り替 
わり、温度設定をすることができます。 



エコ表の 


良 


( Y ) r エコボタン」を巧ず。 

♦「ピー」音がして rf [日」表示に切り替わり「再 S 」 表示び、点灯し設定されます。 
•エコ運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、設定が記憶されていてを消火時 
には表示されません。 







I 解除のしかた 

( Dr エコボタン」を押す。 

• r ピー」音がして設定•室内温度表示に切り替わり 、 r 風」表示が、消灯し解除されます。 
•電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は、自動的に解除されまず。 

•解除後はエコ運転設定前の設定温度にもどりません。再度、温度設定をしてください。 

^タイマ ~ 運転のしかた I (タイマーを使用して暖房を始めたいとき） 

タイマー運転を する 攝合は、「回使用前の準備」の踢在 時刻の設定のしかた I に従って、 
時刻合わせをしてか5でないとタイマー運転できません。 


デジタル表示部 


タイマーランプ 


設定温度室巧温度 





運転スイッチ 


通常、タイマー運転設定時刻の日分から巧分前に運転を開始します。 

このス I -ーブのタイマー運転は、フアジーコント□ールで、お部屋の大きさと 
室温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしてお 
さます。 


設定のしかた 

午前目時30分に設定したいとき 

な)「タイマ_ボタン」を巧す。 組を温度 室内 温度;肖， - ^ 

「ピー」音げしてデジタル表示部び「」表示に 一一 ■—一 〜 
変わり、「タイマーランプ」が点滅します。 - _ I 

@デジタル表示を見なび 6 @ ぶ)ボタンを押して「ら」に合わせる。 

( D デジタル表示を見なびのボタンを巧して「ぷ」に合わせる。 


• 0のボタンは、一度押すごとに]時間または日分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

参時刻をわせをする攝含は、「タイマーランプ」が点滅している間に （■さげる) -9^ 
のどち5かのボタンを押してください。 

•設定でさなかった場をは、ちラー度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
_ださい。____ 

み「タイマ—ランプ」が点減している間に、「運転スイッチ」を押して「入」にする。 

•かし待つと、「タイマーランプ」が点口し、デジタル表示は現在の時刻を表示して 
セットが完了しまず。 

•タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に「£「〇「」が表示されます。 



」表示に 


ifl 








司使いかた 


•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、「夕 
イマーボタン」を押して r タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て r 入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。（停電や電源プラグを抜 
いた後でちタイマー時刻を記憶していまず。） 

• r 運転スイッチ」を押して、「運転ランプ」が点滅しているときに、「タイマーボ 
タン」を押すと、タイマーランプが点滅し、かし待つと、「タイマーランプ」が 
点灯しセツトが完了しまず。 

•タイマー運転時刻を変更する場をは前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した徽こ、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場含。 
①「運転スイッチ」 封 甲して r 切」にす る。-> [タイマー運転の解除] 
(|)「運転スィッチ」を再度巧して「入」にする。 ^ [通帛運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


•タイマー運転をした場合、点乂後約1時間後に自動的に消乂し、「タイマーラ 
ンプ」が点巧した状態で、デジタル表示部の「的,-」表示び点口します。連続 
運転するとさは、タイマー運転の点火後]時間(内に r 時間延長ボタン」を押 
してください。これは閉が切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空 
気不足で危険となるた姐で、手をふれない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に数字で IS 、3 . • I と 
表示し、2分ごとに「ピー」音でお知5せします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を巧すと、消火して「タイマー運転」の待機状 
態になり、タイマー運輯時刻に自動的に点火します。 

(ただし現在時刻を設定してか5でないと、「タイマー運転」の待機状態になり 
ません。） 

参タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押すと、約1日秒間表おします。 

参タイマー運転操作後に停電があったとさ、ストープを揺らして対震自動消火 
装置が作動したとさは点火しません。 


成 








デジタル表示部 


消乂のしかた 


設定温度室内温度 


感 防邸 

CO r 運転スイッチ」を巧して r 切」にする。 

^•「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「藥」表示が点滅して、 

消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しばらくはス I -ーブ内部を冷やすために対流用フアンは回転し続けます。 
(この間、 「 jii 」 表示は点滅しています。） 

( -消乂時の注意-^ 

•消火後、対流用フアンげ止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かない 
でください。音が出たり、炎が出たり、すすが発生して再点火後に安全装置 
が作動してエラーで停止することがありまず。（「岛 J 故障.異常の見分けかた 

と処置ちま」の I 異常のお知5せ(デジタル表示の見かた） I 参照) 

•緊急のときを除いて、消乂は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源 
1_フラグを抜いて消乂ごせないでくださ■い。 1 


里表示 

■] 運乾、 

@ランプ 
ブ CUD 


時間延長ボタン 


運転スイッチ 


f -お願い- N 

•消火操作をしたとさは「運転ランプ」の消灯とバーナー(燃焼部)内の火び消え 
ることを確認してください。 

•消火時にはバーナー(燃焼部)巧で r ボッ」という音や口ーゴー」という音がし 
ます。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

参点乂してすぐに消火操作をしたとを、さつい臭気が発生することびありまず。 

点火後約2日分間はできるだけ消乂しないでください。 

•長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントわ、5抜いてむいてく 
I ださい。 . 


消义後再点义するとをのを意 

•消乂後ずぐに再点火ずると、異常音が出ることげありまずので、しば6く待って 
か6再点乂してください。 

•ストーブが暖かいうちに再点火操作をしたときの予熱時間は、約 40 秒です。 


消し忘れ消乂装置の使いかた 

•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点 
乂してか5約3時間燃焼び継続ずると、デジタル表 
示部に r ぶ r 」 を表示して、自動的に消乂しまず。 

•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に 
数字での、弓../と表示します。 

•この間、2分ごとに「ピー」音でお知 b せしまず。 

〇消乂ずる前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

W •その時点か b 再度約3時間の燃焼継続び可能になります< 
•自動消火した場合は、「運転スイッチ」を押し直してく 
ださい。 


(運乾を延長したいとき） 


設定温度室巧温度 



設定温度皇巧湿度 



ぶ 





固使いかた 


クリーニング燃焼表示 


•ク U —ニング燃焼はバーナー(燃焼部)内のミちれを除去するための燃焼です。 
•強燃焼で約2時間な上の連続運転をしますと、デジタル 

表示部に r ii ' GS 」を表示して自動蜘こ弱燃焼によるク u - ^定溫度豆度胃 

ニング燃焼をおこないます。（約5分間カウントダウンし！！ ご！！し I 
ます）その後自動的にをとの燃焼状態にちどります。 M 一 ■しし| 


換気表示 


•閉め切った部屋などで長時間運転すると不完全燃焼防止 設忠豆胃卽温度 -^ 

装置が作動して賢」表示が点滅し「ピー」音げ日秒間鳴っ__ -- が^ 

て運転を停止し、デジタル表示部に「-」表示び点 I _ _ _ 

滅します。 

•連続して不完全燃焼防止装置が作動した場合は、不完全燃焼通知機能が作動します。 
( rS 安全装置」参照） 

•運転して]時間経過するたびに^ピー」音が鳴って「ィ唐^ l 表示が約 ] 分闊点灯します。 
「^臣^」表示にたよらず、]時間に ] 〜2回 （1 〜2分程度)は必ず部屋の換気をしてく 
ださい。 


チャイルドロックのしかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」 

を巧してち点火しないよラにしたいとさに使用しまず。 , 


設定温度室巧温度 


這) 酌た，?日た二 

獻嗯 ^ 巧 (Q 

厂 y 時間延: 


チャイルド□ックボタン 



(あげる） 

广 \^時間延長 
/さげる） ^ 


運転) 

@ランブ 

口入 ー チャイルドロック表示 

〇切 


運転スイッチ 




I 設定のしかた 

の運転中や運転停止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒 1 U 上長巧しずると「田」 
が点、:打し、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は r 運転スイッチ」で消火のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操 
作はでさません。 

•運転停止中はすべての操作がでをません。 

•チャイルド□ックげ設定されているときに、「運転スイッチ」を巧して「入」にすると 
r fr or 」が表示され点火でさません。 

解除のしかた 

® チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルドロックボタン J を3秒 
L ソ上長押しずると「巧」げ消灯し、チャイルド□ックが解除されまず。 








岛安全装置 


•安全装置が作動ずるのは何5かの異常があるとさですか5、下記の処置をして右正常に 
な S ないとさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度 r 運転スイッチ」を巧して「切」にしてか5再び押し直して「入」にす 
ることをいいます。 


•すべての処置は必ずストーブを消火し、ストーブの温度が充分下がってか b おこなってください。 

■ 1 ■ ■ ■ —^ V 


r 安全装置名 

はた5を 

姐 置 "| 

巧震自動 
消义装置 

•運転中にス 1 -ーブが地震（震度約日掛上）や強 
い振動、衝撃を受けたとき、乂災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ストーブの損傷、 
油漏れなど異常びないことを確 
認した後、再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異留により 
ノ（ーナー（燃焼部）への空気の供給び不足し 
たとき不完全燃焼による危険を防止するおの 
であり、自動的に燃焼を停止します。 
♦不完全燃焼逼知機能 
不完全燃焼防止装置が連続して作動したとを、 
不完全燃焼による危険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に燃焼を停止 
します。 （ H (か 5 を表示） 

♦再点火防止機能 

不完全燃焼通知機能び連続して作動したとを、 
不完全燃焼による危険を防止するため、自動 
的に燃焼を停止します。 （ H 4 を表示し 
ます。 ） 再点火防止機能が作動すると、凹後の 
点乂操作がでをなくなります。 

♦作動した場をは本体げ充分に冷 
えてから電源プラグを抜き、燃焼. 
温風空気取入 □ (ファンフィル 
ター）の掃除をし、部屋の換気 
をした後、電源プラグを差し直 
して再点火してください。 
(販売店にご相談ください。） 

( r 回点検•手入れ」の 

1 燃焼•温風空気取入□(ファン 
フィルター）の掃晩 1養照） 

♦作動した場合は販売店にご相談 
<ださい。 

この装置は、 
めのちので3 
鮮な空気を巧 

あくまでも不完ま燃焼による危険を防止ずるた 
日り、使用中は必ず1時間に1〜2回換気して、新 

1給してぐださい。 

点火安金 
装 置 

♦点乂ヒーターの赤熱不足や、ノ くーナーサー S 
スタの不良による点火 不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモーターな 
どの故障によ0点火しないとさに、運転を停 
止します。 

♦点火ヒーターの故障が原因で 
運乾を停止したとさはノ ' i ；— ナー 
底に灯油がたま0まず。 

完全に乾燥させてから、ご使用 
<ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電ま全 
装 置 

•運転中に停輩や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止します。 
再び通電されても運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されまず。 

•再点乂操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー運転 
の設定をやり直します。 

(「凶 使用前の準備」の 

現在時刻の設定のしかた、 

「固使いかた」の 

タイマー運乾のしかた 参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

♦再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•プ□アモーターの故障や異常燃焼や燃焼•温 
風空気取入口（フアンフィルター）のほこりつ 
まりなどの原因でストーブが異常過熱したとき、 
火災などの危険を防ぐために燃焼を停止しま 
す。 

♦燃焼‘湿風空気取入 □ (ファンフ 
ィルター）のほこりを取り除いて 
から、再点火操作をします。 

(「巧点検•手入れ」の 

1 燃焼 •ミ 届風空気取入□(ファン 
フィルター）の掃除 1参照） 

消し忘れ 
消乂装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点火 
してか5約3時間、燃焼び継続すると自動的に 
運転を停止します。 

•消火する前に r 時間延長ボタン」 
を巧す。 

♦消火した場をは、再点火操作を 
します。 

気密油タンクの 
t 給油時消义装置 

•運転中に油タンクを取り出したとさ、自動的 
に運転を停止しまず。 

参油タンクに給油して、本体にお 
どしてか日再点火操作をしまず。 J 







团点検-手入れ 



♦点検.手入れをずるときは、必ずス I -ー ブを消乂し、電源プラグをコンセントか5巧 
いて、ストーブの温度が巧分下がってか5おこなってください。やけどや感電をする 
おそれがありまず。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけびしないように、手袋をはめておこな 
って < ださい。 

♦ストーブをベンジン、シンナーなどで/3\かないで<ださい。変色します。 

♦電装品やバーナー(燃焼部)の取0はずし、分解はおこなわないでください。 


^使5たぴに^ 


周囲の可燃物の点検 



•万一油漏れによって、油のたまり、油にじみ 
び生じているときは、消乂操作をし、原因を 
確かめ防漏処置をし、油漏れげなくなったこ 
とを確認した後、漏れた灯油を取り除いてか 
5点乂操作をしてください。 



•油タンクの給油口□金の弁部などに、ごみびはさまっている場含が 
ありますので取り除いてください。 




•ス I -ーブに付いたほこりや';ちれは、掃除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ雑巾など 
で/或さ取ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のをとですし、ストーブの傷みを早めます。 







燃焼•温風空気取入 □ (フアンフィルター）の掃除 


ス I -ープ背面にある燃焼-温風空気取入口（ファンフィルター) 


にごみやほこりが目ゴまりしまずと、燃焼用の空気量び減って 
不完全燃焼の原因になったり、温風用の空気量が減って過熱防 
止装置がはたらいて消火します。 

燃焼-温風空気取入口（フアンフィルター)に付いているほこり 
を、掃除機などで吸い取ってください。 


1 ^^ 


ときどき、燃焼•湿風空気取入口（フアンフイルター）をはずして掃除をしてください。 


燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）の目の中げ 
つまつている場合びありまずので、やわらかいブラシ 
などで、燃焼•温風空気取入□(ファンフィルター)の 
目のつまりを掃除して<ださい。（光にかざして目づ 
まりがきれいになったか確認してください。） 


〇1 


BK1 IBi 


はずした燃焼•温風空気取入 
□(フアンフイルター)は、ッ_>< 
(4 箇所）をス U ットの中に入 
れて組み付けて < ださい。 




麵圓 ■■ 


-お願い- 

•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれが取れないときは、中性洗剤で洗って、よく乾かしてか6ご使用ください。 
•取りはずしたときは必ず元通りに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 


1箇月に1回上 


温風吹出 □ (ルーバー）の掃除 


温風吹出口(ルーバー)びミちれたり、ほこりが付着した場をは、掃除機や、固くしぼった 
蕭れ雑巾などでふさ取って < ださい。 

( -お願い- N 

このとさ必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセントか!5抜いて、温風吹 
出口(ルーバー）の温度び充分下がってか5おこなってください。 

やけどをするおそれがあります。 























司点検-手入れ 


油受けの掃除 

•油受けは、0■油は通しますが水は通しにくいフイルターで 
できていまず。油受けに水やごみがたまると、油タンクに 
灯油びあるのに、「0」表示が点なすることびあります。 
♦油タンクを取り出してか5、油受けを傾けないように取り 
出し、たまった水やごみを取り除いてください。 

( わ願し、 ゴム手袋—ア寺 '' 

油受けは、水で洗わないで ブ 

ください。 

必ずされいな灯油で洗って きれい肋胡^ ^^^^^ 
ください。 




000 


対震自動消乂装置の点横 

け然焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するかを点検して<ださい。 
唁動的に消火しますと、デジタル表示部に r f -5 」を表示します。 


気密油タンクの給油時消乂装置の点検 

>燃焼中に油タンクを抜いて、自動的に消乂するかを点検してください。 

>約5砂後に自動的に消火しますと、デジタル表示部に「- jr n 」を表示します。 


シーズンに！〜2回じ(上 




油タンク、油受けざ6の掃除 

ストーブから油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ(手動式)などで油タンク 


内や油受けざ 5 内の水やごみを取り除いてください。 

油タンク巧のわずかに残った阿油は、油タンクに給油ロロ金を取り付け、油受けを給油 
□ 口金に押し当て、油タンクを上下左ちにゆすって抜いてください。 




電源プラグ、コンセントにほこりやミちれがたまると乂がの原因に 
なることびあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや汚れを取 
0除いて < ださい。 


圓定期点検 



長期間ご使巧になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長<、 
より良い燃焼で快適にををにお使いいただくために、2年に1回程度、シーズ 
ン終了後などに、お買いホめ店、または修理資格者〔（財）日本石油燃焼機器 
保守協会 （ TEL 日 3-3499-2 日 28) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器巧 
術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめしまず。 







哥故障•異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 

異常 CD を知5せ（デジタル表 示の見か反) 

安全装置び作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障.異常の原因び表示 
「エラー表示」されます。繰り返し表示ずるときや運転しないときは、お買い求めの販売店 
へご連絡 < ださい。 



参過熱防止装置が作動しました。 


F-0 

•停電消义後畢源げ入りました。 

♦タイマー運乾待機中に惇電し、その後電源 
び入りました。 

E-? 

•消义をずぐに再点火操作しました。 

•点义まを装垣び作動しました。 

(♦燃焼部にシ U コーン毀化物が付着しました。） 

• 5-5 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝擊を受けたた 
め自動的に消乂しました。 

•地度（巧度約 51 U 上）により消乂しました。 



•換気 


ィ/ 
が 
パ 
ィ'ィ 



参換気不良•手入れで良、その他の異常により 
バーナ（燃焼部）への空気の供給びすちし 
たので不完ま燃焼による筒演を防止するため、 
自動消乂しました。（不完全燃焼防止装置び 
作動） 


■不完を燃規防止装置が連続して作動ずると、 
不完全燃規通知機能がはた6をお知5せし 
まず。か SWW W 3 表示） 

参換気しないでそのままさ5に不究を燃焼防 
止装置（不巧全燃焼通知機能）が作動ずると、 
泻点义防止機能びはた6を、消义して点乂 
でをなくなりまず。（州 ■( が■{表示） 


き混び33でしソ上になりました。 


ブ□ア モーターび 停止しました; 





♦タイマー運転時刻び設定されていません。 

♦な油びなくなり消火しました。 ■ ~ 
♦油タンクを取り出したため、気密油タンクの 
給油時;’肖义装置が作動しました。 

/プ 

運乾び終了しました。 


参消し忘れ消义装置にて消义しました。 

參クリーニング燃焼中。 - 

(約5分間カウントダウンしまず。） 


全消丹 

•晋電力機能が作動しました。 

上記 LU がの 
エラー表示 
が-け-け- S ) 

•修理がお要な故障でず。 


姐置ち法 

•燃焼•温風空気取入 □ (ファンフィルター)、温風の出 
□ (ルーパー）の掃除をしてか6再点义してください。 
( r 因点検•手入れ」参照） 

•ストーブの周囲の障害物を取り除いて<ださい。^ 

♦再点乂操作をしてください。 ~ 

•電源プラグなど電源をご確認<ださい。 

参電気系統の故障です。お買い求めの販売店まで「デジ 
タル表示」（エラー表示）などをご連絡くだをい。 


♦しば6 く待つてから再点义操作をしてください。 
•修理が必要でず。お買い求めの販売店まで「デジタル 
表示」（エラー表示）などをご連結ください。 


参ストーブが傾いていないか確認してか5、再庶义操作 
して < ださい。 

♦地裝によって作動した場合は、周囲の可燃物、ストー 
ブの損傷、油漏れなど異常がないことを確認した後、 
再点义してください。 


♦燃焼•温風空気取入口（フアンフイルター）のお除をし、 
窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をしてか5、再点 
乂してください。 ( r 巧点横•手入れ ■! の I 燃規•扁届[空 
気取入日（フアンフイルター)の~涌願 参軌 
ご使用中は必ず1時卸。〜2回換気してください。 

で完全燃焼通ミ日機能びはた6いた時は、上記処宙をお 
こなった後、 里源プラグを差し直してか5、再点义して 
ください。 

参処屋をしても繰り返し作動ずるときや再点乂防止機能 
がはた6いたときは、運おスイッチを「切 J にしてお買 
いボめの販売店まで r デジタル表示」（エラー巧容） 
などをご連結ください。 


♦ス I ブの周囲の障害物を取り除いてください。 

♦遇源プラグを入れ直してぐださい。 

垂巧気系統の故障でず。お買いホめの販売店まで「デジ 
タル表示」（エラー表示）などをご連緒ください。 


♦ r 運輯スイッチ」を巧して「切」にし、チャイルド□ック 
を解除してください。 

( r 囘使いかた」① I チャイルドロック のしかた I を照) 


• r 運乾スイツチ」を押して「切」にし、タイマー運刷き 
刻を設定してください。 

C r 国使いかた J のがイマー胃のしかた」参お)_ 

♦阿油を給油してか5、再点义操作をして < ださい。 

♦油タンクを戻してか6再点义操作をしてくださし、。 

♦再点乂操作をして <ださし、。 

♦再点义操作をしてください。 


•約日分後に自動のに通甫運輔こもどりまず。 

参操作部のいずれかのボタンを巧してください。 

•お買し、ホめの目麻店まで r デジタル表を J (エラー表示） 
などをご連絡ください。 




















給ミ由□□金を間違えた 


省電力機能が作動した 


変質なミ由や不純な油 
を使った 


燃焼•漏風空気取入口 
(フアンフイルター)の 
目づまり 

油タンクに丹油がない 

な油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 

換気不良 



油受けざ5に水が入った 


油受けにかが入った 


停電した 〇 


巧震自動消乂装置が 
作動した 


再点义防止機能が作 
動した__ 

気密油タンクの給油時 
消乂装置び作動した 


不完全燃焼通知機能 
び作動した 


ストーブ周固の温度 
が異常に上昇した 



参表中の f 表示は、「デジタル表お」（エラー表示)を示します。 

♦処置をおこなってち改善されない場をや、原因が特定でさない場合や、該当する現象び 
ない場をは、お買い求めの販売店までご連絡ください。 


故障かなと思ったときに 


图故障.異常の見分けかたと処置方法 


運乾ランプが点滅しない i 〇 


突然ずベてのランプが消える101 〇 
燃焼音が大きい 一 


置台におにじみ"かある I 
使雨中急に消える 
使用中室内びにおう 
換気表示が点減する 
給油表示が点滅ずる 
黄义でもえる 
炎が大をぐな5ない 
白い蒸気が出てとまる 
点义 しない 


〇夏5 〇 


「〇 一 I 

sio IF,— 

〇 -o i 〇 

M 0| 


og 〜桃。 〇燈10 
































画部品交換のしかた 

间^交換のときの注意 

•部品交換や修理をお受けになる場をは、お買い求めの販売店か、〔財）日本石油^ 
燃焼機器保守協舎でおこなラ巧術管理講習会修了者(ち油機器技術管理±)な 
どのいる販売店で修理されることをおずすめします。 

•不完全な修理はを険です。 

•故障したちのは使わないで<ださい。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品び必要な場合は、お買い求 
めになった販売店にご相談ください。 （ r 回アフターヴービス」の [ li 修用 I 挥能 

音区品に ついて I 参照) 

•インターネットでの部品購入は、 http://toyotomi.shop 1 4.makeshopJp/ 

をご覧ください。 

♦部品は必ずトヨトミ純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

•部品を交換するとをは、ストーブを消火し、ストーブの温度が充分下がって 

から、電源プラグをコンセントから巧いておこなってください。 

、 - ) 

11 ] 保管（長期間使用しない場合） 

•ス I ブを保管する場合は、「回点検■手入れ」の項を参照して、ス I ブの^ 
手入れをしてか5保管してください。また、破損している箇所は修理をして 
から保管して_<ださい。 

•格納-保管場所は、湿気*火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であっ 
て、しかをス I ブの上には重量物をのせたり、人がのったりしないよ 5 配 
[ _慮してください。_ _ 

1ストーブを消义し、ストーブの温度び充分下びってから、電源プラグをコン 
セントか目抜く。 

2 燃焼•温風空気取入□(ファンフィルター）、温風吹出□(ルーパ’一）、電源プ 
ラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

参燃焼-温風空気取入□(ファンフィルター）は巧などでふくのはおやめください。 
かえって目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ S 内の灯油、ごみ、水気を取り出ず。 

•油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管ずると、鐘や巧あさの原因に 
なります。 

4 ス I ーブの表面をよくふいて、巧れを取る。 

•固<しぼった濡れ雑巾や、讀めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた巧で水気をみ 
さ取ってください。（シンナー、ベンジンなどでは讯かないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしてイ呆管しないでください。抜けきれなかったに[油び漏れること 
びありまず。 

•取扱説明書-保証書を必ず保管してください。 


巧廃棄ずるとき 





國 


1" 型式の呼び 

LC - V 29 A 1 

種 類 

ポット式 • 強制通気形 • 強制対流形 

点火 方式 

電気点火 

使用燃料 

打油 （ JIS 1 号） 

燃料消費量 

最大 

2.89kW (0.281 L/h) 

最小 

日. 79kW(0 .日 77L/h) 

暖房出力 

最大 

2.89kW 

最ル 

日. 79kW 

油タンク容量 

3.目 L 

燃焼継続時間 

に.別寺間（最大燃焼時） 

外形寸ま 

高さ41日 mm 幅 334mm 奥行3日日 mm (置台を含む） 

質 量 

7.9k 旨 

電源電圧及び周波数 

] 日日V•日日/目 OHz 

定 格 

消費電力 


騒音値（正面）※ 

最大燃焼時 34dB 最ル燃焼時 18dB 

電流ヒューズ 

4 A 

安全装置 

、 

巧震自動消火装置、点火安全装置、燃焼制御装置、 

過熱防止装置（7日で）、停電安全装置、消し忘れ消火装置、 

不完全燃焼防止装置(フレーム□ッド Ai ノ くーナーヴー S スタ方式）、 

気密油タンクの給油時消火装置 J 


※騒音値の数値は JIS 測定方法 （JIS S 303 1) に基づ<正面値です。 


■1 巧を舖 






















M アフターサービス 


保証について 


•添付しておりまず保証書は販売店で所定事頂を記入してお渡ししまずので、記載内容 
をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保註期間はお買い求めの曰より3年間です。 


修理を依頼するとさ 


•r 直]故障.異常の見分けかたと処置ち法」に従って、処置をおこなってください。 
直らないとをは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントからおいて、お買いホ 
めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名…石油フアンヒーター(強制通気形開放式石油ストープ） 

® 型式の呼び… LC-V29A 
③お買い巧め年月日 
® 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤おなまえ-おところ.電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示<ださい。保証書の規定に従って、販売店げ修理 
させていたださます。 

♦保証期間げ過ぎていても、修理すれば使用でさる場をには、ご希望により有料で修理 
させていたださます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張輯などで構成されています。 


この取扱説明書とストーブに表示されている禁止事項.注意事項及び通常使用 
に反して使用された場合の故障、事故は保証いたしません。 


補修用性能部品について 


•石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 
•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 


消耗-勞化する部品 


•使用期間により、交換-メンテナンスび必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレー/、 
□ッド、給油□□金、油受け 

•変質灯油、不純な油の使用で劣化しやずい部品…電磁ポンプ、クロスマット 







画アフターサービス 

転居される場合 _ 

♦本機は電源周波数日日、目日 Hz とも同一仕様でず。 

♦電源周波数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけますび、高地への転 
居、高地からの転居は再調整び必要ですのでおおくの I お客様相談窓口一覧 I 側紙参 
照)までご相談ください。 


r 

A> 主,局 

L. ____ 

故障*破損した5使用しないで<ださい。不完全な修理 

1や改造は、危険でず。 

分隅禁止 J 


A ま思、 

修理、引越しなどでストーブを運搬されるときは、必ず 
油タンク、油受けざ5のな油を抜いてください。運搬の 
途中に丹油がこぼれ、周囲をミちずおそれがありまず。 指示 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買い求めの販売店、または、お客様 相談窓 
巧一覽 1 ( 別紙参照)までお問い合わせください。 


愛情点横 



•長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を! 


参石油フアンヒーターの補修 
用性能部品の保有期卸ま、 
製造巧切り後目年です。 


ご巧用の際 

このよラなことは 

•油漏れずる。 

•燃焼中強いにおいがずる。 

•炎が異常に黄色い。 


ご使用 

故障や事故防止の 

ため、コンセント 

か6電源プラグを 

あ0ませんか 

•予熱時間げ異常に長い。 

尸 

中止 

巧いて、がず販売 

•運乾中異常な音がずる。 



店に点検.修理を 


♦その他の異常*故障がある。 


-• 

ご依頼 < ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


广 

型 式 

LC - V 29 A 

お買いホめ年月日 

年月 曰 

お買い求め店を 

V . 

[電話番号） （ ） 一 

J 
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